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エンドユーザー コンピューティングを支援する情報ロジステイクシステムの全体像

情報ロジステイクシステムにより,企業情報システムを構成するシステムコンポーネントやネットワークを意識することなく,エンドユーザ

ーが要求する情報を必要なときに必要な場所まで届けることができる｡

金融機関では,取-)巻く環境が激変する中で,他

社との差異化や優位化をねらったビジネス展開をす

ばやく実現することが経営上の課題となっている｡

この課題の解決にあたっては,実際の業務に携わっ

ている利用部門の知識が不可欠であり,利用部門主

導のEUC(EndUserComputing)には,大きな期待

が寄せられている｡

EUCを実現する手段としては,パソコン(パーソ

ナルコンピュータ)やワークステーションから構成

されるクライアント サーバシステムが注目されて

きた｡金融機関でも,勘定系などの基幹システムの

データをクライアントサーバによる部門システムが

利用する場合が多く,基幹システムと部門システム

の連動を向上させるため,EUCの適用業務範囲の進

展を目指している｡

ここで提案する情報ロジスティクスは,企業情報

システムを構成するシステムコンポーネントやネッ

トワークを意識することなく,エンドユーザーが要

求する情報を｢必要なときに必要な場所まで+届け

るためのシステムコンセプトであり,EUCの基盤と

なっていくものと考える｡
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n はじめに

金融機関を取l)巻く経済環境の大きな変化により,わ

が国の金融機関の経営は一段と厳しさを増している｡こ

れまでも経常効率の改善やコスト削減などによって収益

の維持と向上が凶られてきたが,.企業としてさらに競争

優位を確立するためには,他社との差異化や優位化をね

らったビジネス展開をすみやかに実現できることが経営

上の課題となっている｡それゆえ企業情報システムでは,

オンライントランザクション処理に代表されるデータ処

理システムとともに,収集したデータに基づいて情報面

から経常戦略を支援する情報システムが重要視されるよ

うになった｡すなわち,情報システムで企業経営を支え

る基盤が整うにしたがって,情報戦略そのものが経営を

大きく左右するようになってきたのである｡特に,パソ

コンに代表される,エンドユーザーに身近な機器の普及

に伴い,｢利用者みずからの手で必要な情報をつくり糾

す+EUCには,大きな期待が寄せられている｡

ここでは,金融機関でのEUCで,エンドユーザーが要

求する情報を必要なときに必要な場所まで届けるための

システムコンセプトである情報ロジステイクシステムに

ついて述べる｡

B 金融機関情報システムにおけるEUC

2.1環境の変化と経営戦略の転換

金融自内化の進展,バブル経済の崩壊という経済環境

の大きな変化により,わが国の金融機関の経営は∴段と

厳しさを増している｡一方,金融サービスに対する規制

の大幅な緩和や,消費者のニーズの多様化･個性化は,

金融機関にとって新たなビジネスチャンスでもある｡

経営的に見れば,経常効率の改善やコスト削減などの

今までの内向施策から,他社との差異化や優位化を実現

する高速なビジネス展開への転換が課題である｡

高速なビジネス展開を推進する戦略には2種類ある

(図1参照)｡一つ目は｢スカラ型+で,ビジネスの方向

決定には時間を掛け,実際の業務推進を高速で行う｡二

っ目は｢ベクタ型+で,方向決定から業務推進までを高

速に進める｡この違いを,企業ビジネスサイクル上で比

較すると,｢スカラ型+が基幹業務を対象に高速化をねら

う戦略であるのに対して,｢ベクタ型+は基幹業務と連携

し,業務結果を分析するための分析業務と,その結果を

次のビジネスに反映するための企画業務とを高速化する

ものであることがわかる｡

経営環境が激変する現在,一刻も早く,他社よりも優

位なサービスを行うためには,｢ベクタ型+戦略への転換

が必須(す)である｡

2.2 金融機関情報システムの役割の変化

以.卜のような環境の変化により,金融機関情報システ

ムはオンライントランザクション処矧こ代表される基幹

業務のデータ処理システムとともに,収集したデータに

基づいて情報面から経営戦略を支援する情報システムの

重要性が高まってきた｡前者は定型業務処理の合理化と

省力化を目的とし,いかに短時間で大量データを処理で

きるかが技術ポイントであった｡後者は,知的生産レべ
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高速なビジネスの展開戟暗には,｢スカラ型+と｢ベクタ型+がある｡｢スカラ型+は基幹業務の高速化を･｢ベクタ型+は基幹業務と分析業務･

企画業務の高速化をそれぞれねらうものである｡
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ルの向上を目的とし,企業戦略や組織戦略などのビジネ

ス戦略と密接に結び付き,収集･蓄積されたデータをい

かに企業活動の現場に有効な情報にして提供できるかが

重要なポイントとなっている｡すなわち,金融機関情報

システムの役割が,｢スカラ型+戦略の支援から｢ベクタ

型+戦略の支援に変化している｡

ところで,｢ベクタ型+戦略を支援することは,ビジネ

スサイクル上の分析業務と企両業務を情報システム化す

ることにほかならない｡この業務分野では,実際の業務

に携わっている利用部門の知識が必要であり,業務の担

当者白身がデータを直接処理することに意味がある｡こ

の一たでEUCへの期待が高まっているのである｡

2.3 EUCの現状と課題

昨今,パソコンなどのエンドユーザーに身近な情報処

理機器の普及により,｢必要な情報は利用者自身が一番よ

く知っているとの観点から,利用者自身の手で情報をつ

くり出す+というEUCが進展している｡EUCの実現にあ

たっては,ヒューマンインタフェースやデータ加工ツー

ル,知識処理ツールなど処理の側面での課題のほかに,

必要な情報をつくり出すのに必要なデータを,必要な場

所に｢流通+させる基盤の整備が重要である｡

ところが,金融機関情報システムでは,提供機能ごと

にマルチベンダ･異種データベース環境で,独立にサブ

システム化を進めてきた経緯があり,表1に示す課題が

ある｡

一方,利用部FFJでは,業務上の必要性から,データと

計算機リソースをユーザーサイドに持ち込み,エンドユ

ーザー自身の手で情報をつくり出すEUCが進展してい

表I EUC実現上の課題

EUC実現上の課題をまとめると主に四つに分類できる｡

課 題

●必要データの存在場所がわからない｡

個々の業務システムごとに異なるデータベース上で独立に

データが蓄積されており,システム全体のデータ構造を把握

することは困難である｡

●存在場所がわかっても取り出せない場合がある｡

業務システムごとにアクセスポイントが限られ,センタ内

にデータは存在するものの入手できない｡また各業務システ

ムのデータを相互に利用することが困難である｡

●データの利用がシステム運用時間に縛られる｡

基幹システムはEDP部門によって運用され,利用時間帯が

制約される｡

●非定型な分析･企画に必要なデータが得られない｡

エンドユーザーに開放されるデータは画一的で,本来の業

務に必要なデータが手もとに入らない｡

る｡そこで実現されているEUC環境は,サブシステムの

データをエンドユーザー部門のサーバにダウンロードし

て部門ローカルなデータベースを構築し,サーバとネッ

トワーク接続されたクライアントから部門データベース

を利鞘するものである｡このEUC環境の実現により,情

報の統合利f別生が向上し,上記の課題がある程度解決で

きる｡

しかし,センタに存在するデータをすべて部門データ

ベースにダウンロードするのは効率的とは言えないし,

ネットワーク性能やサーバの容量などの制約から現実的

には不可能であるため,何らかの基準を設定してダウン

ロードするデータを限定する必要があると思われる｡

ここで,部門データベース方式に残された二つの課題

をあげる｡

(1)部門データベースには無いがセンタの基幹システム

のデータベースには存在するデータに対する流通の方法

(2)ダウンロードするデータの基準の設定方法

部門内での利別頻度の高いデータをダウンロードする

と,経営を取り巻く環境や,企業内部の組織変更によっ

て設定した基準が変わってしまうことが考えられる｡

これらの課題を解決しようとするのが｢情報ロジステ

ィクス+である｡

B 情報ロジステイクシステムの基本的考え方

3.1情報ロジステイクシステムの目的

情報ロジステイクシステムは,マルチベンダ,異種デ

ータベース環境下にあるデータ資淑を統合し,エンドユ

ーザーが企業情報システムの構造を意識せずに,企業内

のデータを容易に利用できる環境を提供することを目的

とするものである｡このためには,基幹データベース,

分散された部門データベースとクライアントサイドの

EUC環境を接続し,エンドユーザーの要求するデータを

検索して配布する仕組みが必要になる｡

必要なものを必要なときに必要な場所へ提供するシス

テムコンセプトに物流ロジステイクシステムがある｡物

流ロジステイクシステムでは,物流拠点の在庫を適正に

制御し,かつ配送コストを最小に押さえながら,小売店

からの商品の供給要求に対する配送をタイムリーに実施

している｡この考え方を｢情報+に当てはめて｢情報ロ

ジステイクシステム+の概念について述べる｡

3.2 物流ロジスティクスと情報ロジスティクス

(1)｢物流ロジスティクス+の概要

物流ロジスティクスの概要を図2(a)にホす｡
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小売店では,商占占の販売状況と在韓状況を把推し,需

給量のバランスをとるように物流拠点に対して商品の供

給要求を行う｡物流拠点では,多くの小売店からの供給

要求に対して,タイムリーに配送できるように物流倉庫

内の在庫を整理し,在庫量を適切に保つように工場から

補給する｡また,′ト売店からの供給要求を受けてから配

送するまでのターンアラウンドタイムを許容内に収め,

かつ配送コストを最小に収めるように配送を制御する｡

工場では,需要と供給のバランスで年産管理を行う｡

(2)現状の情報システムにおけるEUC方式と物流ロジ

スティクスの対比

小売店は情報の利用現場であり,EUCのクライアント

サイトあるいは部門データベースに相当する〔図2(a),

(b)参照〕｡物流拠点倉庫は,各業務対応に構築してきた業

務システムとそれが保有するデータベースに相当する｡

工場は,各業務システムが保有するデータベースへのデ

ータ供給元に相当する｡

物流システムでは,売れ筋商品や定常的に購買される

商品が,物流倉樟内の在橿をすぐに取り出して配送でき

るように補給し整理されているし,小売店でも要求され

小売店

供給要求 需要

物流拠点

供給 需要

情報要求者

顧客

歯

歯

[コ

[コ

情報基地(要求者)

歯

歯

[コ

[コ

●販売管理

●在庫管王里

た商品をすぐに顧客へ供給できるように手もとに商品の

在庫を保有し,これを定期的に補給している｡一方,現

状の情報システムでは,売れ筋商品や定常的に購買され

る商品は,利用頻度が高く定型業務に必要なデータに相

当し,部門データベースや業務システムごとの目的別デ

ータベースとして蓄積されている｡

物流システムでは,小売店と物流拠点との問の需要と

供給とが枚方向にやり取りされるのに対し,部門データ

ベースや目的別データベースを用いた現状の情報システ

ムでは,情事艮要求者と業務システム間の情報配送が単方

向である点に問題がある｡

(3)｢情報ロジスティクス+の概念

情報ロジスティクスは,物流ロジスティクスの概念に

対応させることにより,情報倉庫を中心として,情報要

求元の情報基地,情報提供元の情報基地の3要素から構

成することができる〔図2(C)参月別｡

情報倉庫は,情報提供者から提供される情報の格納庫

で,情報要求者から要求される情報を取り出す源となる｡

情報倉庫内では,必要なときに必要な情報を必要な場

所に提供できるように情報を管理する｡

場

需要

●在庫管王里

●供給量管理
●配送コントロール

受給 配送
(コスト最小)

部門DB

供給

適性在庫

受給

物流倉庫

(a)物流ロジスティクス

業務システムA

目的別DB

酉己送
(コスト最小)

供給

●生産管理

目的別DB

業務システムB

(b)現状の情報システム

情報倉庫

要求依頼
収集

配送

要求依根

部門DB
定期集配

業務システムA

目的別DB

目的別DB

業務システムB

提供依頼

情報受け付け

提供依頼

情報受け付け

(c)情報ロジスティクス

図2 物)売口ジステイクスと情報ロジスティクス

情報ロジスティクスは,物流ロジスティクスのアナロジーに｢情幸艮+の特性を加えたものである｡
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情報倉庫の人口(情報提供者側)では,提供者に対し提

供依頼を別して情報提供を待つ｡情報倉庫の出口(情報

要求者側)では,要求者からの要求依頼を待つ｡

要求者側の情報基地では,要求者が要求依頼を出すこ

とにより,情報倉庫から情報を取｢)出す｡また,提供者

側の情報基地では,情報倉庫に格納する情報を提供者が

入力する｡

3.3 情報ロジステイクシステムの構成

情報ロジスティクスを実現するためには,情報倉庫を

構成する情報倉庫化機構,情報倉庫と情報基地をつなぐ

情報集配制御機構,および情報基地での情報窓口化機構

の三つのコンポーネントが必要である(図3参月別｡

情報倉庫化機構は,分散された複数のデータベースを

一つの論理的なデータベースとして扱うためのメカニズ

ムである｡

情報集配制御機構は,情報集配のエージェントである｡

情報窓口化機構を通して情報要求省からの要求を受け付

け,情報倉庫化機構に依頼して収集した情報を要求老に

ん引ナたり,情報提供者から提供を受け付け,情報倉庫化

機構に依頼して情報倉庫に情報を格納する｡また,登録

された集配の手順を定期的に実行する｡

情報窓U化機構は,情報集配のためのユーザーインタ

フェースである｡情報要求者の要求や情報提供者の提供

を受け取ったり,情報集配制御機構に依頼して情報倉倖

が保有するデータ項目を表示する｡各機構の主な要件を

表2に示す｡

8 情報ロジステイクシステムの

適用イメージと効果

情報ロジステイクシステムは,利肝者が要求したデー

情報基地

PC･WS

情
報
窓
口
化
機
構

情
報
集
配
制
御
機
横

情
報
倉
庫
化
機
構

情報倉庫

表2 情報ロジステイクシステムの機能要件

情報ロジステイクシステムに必要な機能を各機構ごとに示す｡

機 構 の 要 件

●情報倉庫化機構

･各システムが所有するDBのデータ項目やアクセス方法を管
理する｡

･情報集配制御機構から送られる要求を各業務システムのデー
タ検索･抽出コマンドに展開してデータを取り出す｡

●情報集配制御機構

･利用者からの要求や提供を受け取り,情報倉庫化機構からデ

ータを取り出したり格納する｡

･手順登録された集配手順を定期的に実行する｡

･エンドユーザーが利用する業務用語とDB上のデータ項目名
称との変換を行う｡

●情報窓口化機構

･倉庫が保有するデータ項目一覧を業務用語で表示する｡

･情報要求者の要求を受け付け,情報集配制御機構を経由して,
倉庫からデータを取り出す｡

･情報提供者の提供するデータを受け取り,情報集配制御機構
を経由して,データを倉庫に格納する｡

タを情報倉庫から取り出したり,利別者が提供するデー

タを情報倉序に格納するために利鞘できる｡EUC仙ナク

ライアントツールと組み合わせたi),API(ApplicatioII

ProgramInterface)を利用して構築した専用アプリケ

ーションプログラムと連動させると,さらに左巧り化した

エンドユーザー向けのシステムとして利用することがで

きる｡

還元帳票開発運朋美務への適用例を図4に示す｡従米,

システム部†∫引こ頼っていた帳票の開発をエンドユーザー

みずからの子で行うことができ,ビジネスに必要な情報

をタイムリーに取手さ圭できる｡報一告書類開発運用業務への

適脚列を図5にホす｡現状,手作業で行っている純一㌣‾i吉

本部

部門

サーバ

本部部門+AN

DB DB
部門

サーバ

営業店内+AN

営業店

DB 勘定系

DB

情報系

センタ内高速+AN

他の系 D[;

DB

センタ

情
報
倉
庫
化
機
構

情
報
集
配
制
御
機
構

情報基地

PC･WS

情
抑
報
窓
口
化
機
構

注:略語説明

PC(PersonalComputer)

WS(Workstatjon)

図3 物流ロジステイクシステムの構成

情報ロジステイクシステムは,情報倉庫化機構,情報集配制御機構,および情報窓口化機構の三つの基本コンポーネントから構成される｡
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運用計画

□作成日時

□作成周期

口配送日時

□配送先

曲

情報基地

-■■■

､■■
l■■■-

-▲■l■■■■■
■■■llll■

ィ丁忘作成＋

本部側

作成日時･周期

運用計画立案
‾-----------

(3)自動実行

(1)
データ入手

(2)

手順登鐸

情報倉庫

日
[〕
日

運用計画

□配送日時
口配送先

□返送日時

□督促タイミング

●自動 ●手動

□集計タイミング
●自動 ●手動

点

情報基地

報告書枠組み

■■

■

､■l■
｢■lllllllll■

■▲■
■■■

(1)報告書枠組み
集計表枠組み
運用計画表を
作成

よゝ
営業店報告書

集計を完了し

ました!

≡□
呂[コ

配布先

集計表

[≡]

目員

本部側

集計表枠組み

[コ

Jヨ

配送日時･配送先

集計タイミング

(5)集計表作成

(禁書合)

(2)

レ

情報倉庫

定期的に配送

報告

喜呂

の作成が日勤化できるので,エンドユーザーは配送や集

計などの事務から解放さjlる｡

匂 おわりに

ここでは,物流ロジスティクスの考えを参考に情報ロ

ジスティクスの概念を提案するとともに,企業の裡数シ

ステムに散在したデータを利用者にオープンにして,ユー

ザーが要求する情報を取得可能とする情報ロジステイク

営業店側

(4)自動配布

ー轟

情報基地

還元帳票

営業店側

報告書

(4)

本執こ返送

情報基地

到着メッセージ

本部から報告書枠組

みです_､7ハ3までに
提出ください!

運用計画表

【:≡≡≡≡コ

≡呂

(3) ＼
報告書作成

(6)自

返送日時･督促タイミング

督促メッセ▼ジ

提出期限です.1
報告書提出くだ
さい!

曲

図4 情報ロジステイク

システムの還元帳票開発

運用業務への適用

還元帳票は,データ発生元

である営業店から入力された

データを基にセンタの勘定系

システムが集計する帳票で,

営業店などに配布される｡

図5 情報ロジステイク

システムの報告書頬開発

運用業務への適用

報告書は情報要求者(本部

など)が複数の情報提供者(営

業店など)に依頼して入力さ

れたデータを回収し,集計し

て作る害頬である｡

システム コンセプトと,その適用可能性について述べた｡

金融白巾化による企業間競争の激化の下で,収集･蓄

積されたデータを企業柄動の現場で戦略情報として括11‾J

していける情報システムが貸求され,これを実現するも

のとして,EUC環境が進展しつつある｡今後も,EUC環

境の実現にあたって,必安なデータを必要な場所へ流通

させるためのシステム基盤の整備造りに寄与していく考

えである｡
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